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３ 外部指導者による教員採用試験面接指導 
 面接指導については、個人面接の指導は教職相談の中でも行い、模擬授業についても複数の学生を集めて、
お互いに模擬授業を見合う場面も作ったが、外部から学校現場での豊富な教職経験のある現職校長・退職校長
に指導を依頼することで、学校現場や教育行政の空気や意識に触れながら、学生自らが教員の仕事に対する理
解を深めるとともに、教員としての心構え、意欲、使命感等を高めるために大変有意義な機会となった。 
 従来の指導形態としては、個人面接・集団討議という組み合わせで、最後に講師の先生方からご指導をいた
だくという内容であったが、近年個人面接・集団面接、集団討議に加え、模擬授業、場面指導、口頭試問、ロ
ールプレイ、グループワーク等形態が多様化し、即戦力となる柔軟かつ適切な対応力が求められたり、集団を
意識した中での発言態度や即座に協力関係の構築を求められたりするなど、全国的に教員採用試験倍率が低下
する中、より優秀な教員の人材確保に向けて、採用試験の工夫改善が急速に図られている。 
 そこで、今年度については、第１回は個人面接・集団面接、第２回は個人面接・模擬授業という二つのパタ
ーンで行った。第１回は、面接指導のオーソドックスなやり方である。入室から退室までの立ち居振る舞い、
視線が与える印象、表情、動作、話し方等々、「採用」という目的を持ってその場に臨む試験官が何を見、何
を重視するのか、求められているものは何なのかなど臨場して初めて実感するものも少なくない。第２回は、
集団討議に代えて模擬授業を入れてみた。全員が模擬授業をする時間は確保できなかったものの、各グループ
ごとに他の学生の意見を聞きながら、自分が考えた対処法の浅さや考え方の狭さに行き着く場面も見られた。
「経験を通して学ぶ」とは、当たり前のことではあるが、参加した学生の収穫の多寡はともかく、経験したこ
とで得られた自分への気づきは今後多くの改善につながるものと期待したい。  
 
４ 成果と課題 
○ 教職相談室で多くの学生と話をしながら、結局のところ教職の適性は「人と関わり、人に学べるか」
が基本である。その巧みさは人によって異なるが、表面だけ上手く立ち回ればよいというものではな
い。心が伴っていなければ本物ではない。それは、子ども達でさえ鋭く見抜く目を持っている。今年
度、教員採用試験に向けての第一歩の取り組みは「自己振り返りシート」であった。簡単に書けるもの
と予想していたが、意外にも困難を極める学生が多かった。面接指導にも役立ち、学生にとっても自分
の考え方の根幹として活用できた。また、外部講師による指導については、現職教員等の教師としての
姿勢や実践に向けた工夫、課題解決へのアプローチなど、各先生方の持ち味や生き方が伝わり、教職に
就かない学生にとっても、教職という枠にとらわれない幅広の内容が心に響いたようだった。 
○ 教職を将来の自分の職と考えるのか、単に選択肢の一つと考えるのか、先ずそこに大きな違いがあ
る。教員免許を取得するにしても、そこで得られる教職に対する見方、考え方、そして捉え方が全く異
なってしまう。学生を見ていると、１年生で教職科目を取得しながらも、その決断は先送りされている
ように感じられる。もし、そうであるなら、「教職をめざす」と決めた学生から、教職への準備を始めて
も決して早過ぎることはないと考える。なぜなら、理論のみならず実践や経験を通して学んだことを検
証しながら着実な自分の力を醸成していくには時間が必要だからである。今年度春から教員採用試験に
どう挑むのか考え続けてきたが、合格という通過点のみに力を注ぐのではなく、合格通知をもらい、採
用辞令を交付された時に、教員として教育に携わることができることへの感謝と誇りと使命感を強く心
に刻み、子ども達に学び、成長し続けられる人として教員採用辞令交付式に臨める学生を育てたい。 
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